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これは、アップデートされた改訂版ではないので、メンバーの学習のためのみとし、外部の人にあげるためには使わないで下さい。ありがとう！
「ファミリー」の基盤：

神の愛の律法

宣教師の単立したコミュニティーからなり、一般に「ファミリー」と呼ばれるグループを代表しての、ワールドサービスの公式発表

イエス・キリストは、当時、神を信じる民のためのおきてであった「モーセの律法」の権威者から、次のような質問を受けました。この権威者は、イエスを試そうとしていたのです。

「先生、律法の中で、どのいましめがいちばん大切なのですか？」

イエスは言われました、「『心をつくし、精神をつくし、思いをつくして、主なるあなたの神を愛せよ』

これがいちばん大切な、第一のいましめである。第二もこれと同様である、『自分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ』。これらの二つのいましめに、律法全体と預言者とが、かかっている。」

（マタイによる福音書２２章３５節から４０節）[１]

主の「愛の律法」

イエスの答えは、「愛の律法」を見事に要約しており、また、「何事でも人々からしてほしいと望むことは、人々にもそのとおりにせよ。これが律法であり、預言者である。」（マタイによる福音書７章１２節）という有名な「黄金律」でも、同じことを再び語っておられます。聖パウロも、同じくこう言いました。「律法の全体は、『自分を愛するように、あなたの隣り人を愛せよ』というこの一句に尽きるからである。」（ガラテヤ人への手紙５章１４節）　これらの聖書の言葉に、神の律法のすべてが凝縮されており、これは私達の行動やまわりの人たちとの接し方すべての基盤となるべきものです。またこれは、「ファミリー」のメンバーである私達が、世界中の他のクリスチャンたちと共通して抱いている信条です。

　　けれども、私達には、これらの聖書の言葉やその他の解釈に関して、他の多くのクリスチャンと異なる点もあります。それは、何よりも第一に神を愛し、他の人を愛することは、十戒をも含めた聖書のおきての究極の成就であり、律法を完成するものであると堅く信じていることです。というのも、クリスチャンとして心を尽くし、魂を尽くし、精神を尽くして主を愛しており、また、自分を愛するように他の人を愛しているなら、おのずと他の律法の精神をまっとうするはずだからです。たとえば、他の神々を真の神より重んじたり、主の名前をみだりにとなえたりはしませんし、自分を愛するように隣り人を愛するならば、人を殺したり、盗みをしたり、隣り人に嘘をついたり、持ち物をねたんだりしません。クリスチャンがこうした戒めに従おうと願うのは、神のさばきへの恐れからではなく、神の愛と、隣り人への思いやりを示したいという強い気持ちからです。私達が上にあげたような行為をしないのは、それが神の「愛の律法」に沿っていないからなのです。

　　そういうわけで私達は、基本的な教義として、何かの行為が利他的で犠牲的な愛、つまり同胞への神の愛からなされたのであり、故意に人を傷つけようとしているのでなければ、それは聖句にかなっており、神から見て律法にかなっていると信じています。「御霊の実は、愛…これらを否定する律法はない」（ガラテヤ５章２２節、２３節）

　　イエス・キリストの救いと「愛の律法」によって、クリスチャンは旧約聖書で定められたモーセの律法にある何百という規則から解放されており、もはや、それらを守り続ける義務はありません。ただし、「ファミリー」のメンバーも、常識に従って、また他を愛するがゆえに、モーセの律法の一部を実践しています。たとえば、清くない食べ物を食べないようにし、喫煙や過度の飲酒、食べ過ぎなど、不健康な習慣を避けています。こうした行為は、他の人たちへの奉仕の妨げになるからです。

「人の律法」　対　「神の恵み」

聖ヨハネは、福音書にこう書きました。「律法はモーセをとおして与えられ、めぐみとまこととは、イエス・キリストを通してきたのである。」（ヨハネによる福音書１章１７節）　イエスは、さらにこう強調されました。「わたしは、新しいいましめをあなたがたに与える、互いに愛し合いなさい。」（ヨハネによる福音書１３章３４節）　人々はもはやモーセの律法に縛られておらず、ただ、「神を愛せよ、…自分を愛するように自分の隣り人を愛せよ」という律法を守ればよいという急進的な教義が、当時の宗教的指導者たちと、イエスとその信者たちとの間で激しい論争を引き起こしたのは言うまでもありません。律法学者やパリサイ人は律法の下に生きており、イエスの教義について、「これはモーセと律法に反している」と言いました。（ルカによる福音書１０章２７節、使徒行伝６章１３節、１４節、２１章２８節を参照）

　　この論争は、新しいキリスト教信者の集まりにも及びました。キリストが十字架で犠牲となったことが律法の成就であり、モーセの十戒を含めた旧約聖書の律法から解放するものであると信じる人々と、キリストの罪のあがないは受け入れるものの、旧約聖書の律法は守らねばならないと信じる、いわゆる割礼派の人々との間で、最初から論争があったのです。こういうわけで、恵みによるキリストの罪のあがないを理解することによって霊的に解放された初期のクリスチャンと、ユダヤ教の伝統から来る古い習慣や慣例の多くに縛られ続ける人々との間に意見の衝突があったのです。

　　聖書の使徒行伝に記されているように、聖パウロは救いの福音について異邦人に伝道しました。パウロは、モーセの律法はキリストの十字架上での犠牲によって終わりを告げ、役目を終えたと強く主張しました。彼はこう書きました。「キリストは、すべて信じる者に義を得させるために、律法の終わりとなられたのである。」（ローマ人への手紙１０章４節）　「わたしたちは律法から解放され、その結果、古い文字ではなく、新しい霊によって仕えているのである。」（ローマ人への手紙７章６節）　「キリストは、わたしたちを律法ののろいからあがない出して下さった。」（ガラテヤ人への手紙３章１３節）

　　中には、初代教会における割礼派のように、旧約聖書的なキリスト教を広めようとしている宗派もあります。けれども、聖書の節を綿密に調べてみると、イエスの「愛の律法」が本当に意図しているものが明らかになります。「あなたがたは律法の下にあるのではなく、恵みの下にある。」（ローマ人への手紙６章１４節） 「キリスト様が来られた今となっては、もう、私たちを監視し、キリスト様に導くおきては不要です。」（リビングバイブル・ガラテヤ人への手紙３章２５節） 「このように、あなたがたも、キリストのからだをとおして、律法に対して死んだのである。」（ローマ人への手紙７章４節）

「愛の律法」のおきては、より厳しい

ある意味で、昔のモーセの律法よりも神の「愛の律法」の方が、倫理的により厳しいと言えます。十戒は、地獄に行かずに救いを得るために、正しい行いをするよう求めていますが、一方、イエスの「愛の律法」では、人間にはるかに多くが要求されています。愛と憐れみが求められているのです。ただ「良い」だけで救いを得ることはできず、イエス・キリストを心に招き入れ、住んでいただき、人生を支配していただかなくてはいけません。それによって、自分を通して主に他の人を愛していただくのです。「わたしたちの行った義のわざによってではなく、ただ神のあわれみによって…わたしたちは救われたのである。」（テトスへの手紙３章５節）　「あなたがたの救われたのは、実に、恵みにより、信仰によるのである。それは、あなたがた自身から出たものではなく、神の賜物である。決して行いによるのではない。それは、だれも誇ることがないためなのである。」（エペソ人への手紙２章８節－９節）

　　この神からの愛は、単なる宗教的正しさよりも、はるかに高い理想です。モーセの律法には、ゆるしや憐れみはほとんどありません。「目には目を、歯には歯を」なのです。（出エジプト記２１章２４節、レビ記２４章２０節）　しかし、イエスはこう言われました。「何事でも人々からしてほしいと望むことは、人々にもそのとおりにせよ。」（マタイによる福音書７章１２節）　その上、イエスは、敵を愛し、敵のために祈り、敵をゆるせとまで言われたのです！（マタイによる福音書５章３８節－４４節）　このように「愛の律法」を極限まで当てはめると、昔のモーセの十戒よりも、はるかに偉大で深みのあるおきてとなります。

　　それどころか、イエスのおきてを守ることは非常に難しく、人間的な努力だけではとうてい無理です。イエスは弟子にこう言われました。「わたしから離れては、あなたがたは何一つできない。」（ヨハネによる福音書）　さらに、聖書にはこうあります。「わたしを強くしてくださるキリストによって、何事もすることができる」（ピリピ人への手紙４章１３節）　「ファミリー」の創始者であるデービッド・ブラント・バーグ（１９１９－１９９４）は、この原則に関してこう書きました。

　　「イエスのおきては[モーセのおきてよりも]はるかに厳しく、守るのがはるかに難しい。実際、不可能だ。昔のおきてを守るのが不可能ならば、イエスのおきてを守るのは、いっそう不可能だ！　…救われ、心にイエスがおり、神の愛の霊があなたの内に宿っていて、自分を愛するよりももっと他の人を愛するための力と強さを与えてくれるのでない限り、主の『愛の律法』を守ることなどできない。」（ML#1698:35,36）

　　イエスの愛の戒めを守るのは、たやすいことではありません。心を尽くし、魂を尽くし、思いを尽くして、日々、愛のこもった犠牲によって、自分を愛するように他の人を愛するのは、自己犠牲の人生です。このように愛するには、神の超自然的な愛がなくてはなりません。

　　「ファミリー」をつかさどる憲章[２]には、「愛の律法」に関する原則が次のように要約されています。

　　「愛の律法」の原則に従って生活するよう努めること。すなわち、自分が住むホーム[コミュニティー]のメンバー全員、さらには「ファミリー」のメンバー全般を愛し、思いやり、愛と調和に満ちた人間関係を持つこと。

　　これは憲章で最も重要な条項の一つです。残りのすべての条項の基盤になっているからです。…非利己的な愛、自分よりも他の人たちの必要を優先させる愛、他の人たちのために自分の命を捨てるほどの大いなる愛、私達の心にある神の愛、これこそがこの憲章の真髄です。（憲章「各メンバーの責任」Ｆ）

セックスと「愛の律法」

イエスの「愛の律法」は、他の人との性的な関係にもあてはめることができます。このテーマは、昔からキリスト教学者たちによって研究されてきましたが、「愛の律法」を性的な面にも適用することこそ、「ファミリー」と主流の宗派との大きな違いです[３]。

　　「ファミリー」の創始者であるデービッド・ブラント・バーグは、このテーマをさらに深く探りました。本来、神の目から見て性は悪ではなく、互いに同意している異性の大人同士の性的関係は、他の人を傷つけるのでない限り、たとえ夫婦間以外の場合であっても許されるという考えです。神が人間の性を造ったのであり、「ファミリー」は、互いへの愛は私達への神の愛の表れであって、その表現であると信じています。ですから、互いへの愛によって行われる、同意した大人同士の性的接触も、神の目から見て律法にかなっていると、私達は考えます。

　　私達は、モーセの律法の性的な面での禁止事項や慣習は、イエスの「愛の律法」のもとに行動する神の子供たちにはもはやあてはまらないと解釈しています。「愛は隣り人に害を加えることはない。だから、愛は律法を完成するものである。」（ローマ人への手紙１３章１０節）　ですから、独身者であれ既婚者であれ、第三者である関係者たちの同意もあり、その行為が愛の内になされている限り、「ファミリー」の大人は、成人に達し、互いに同意している「ファミリー」メンバーと愛情深い性的な関係を持つことができます。

　　セックスに対する必要は個人によって大きく異なるものの、私達はセックスを基本的な必要とみなしています。結婚している「ファミリー」メンバーも、望めば、「ファミリー」内で独身の人と性的な関係が持てます。それは、「キリストの愛が迫っている」がゆえに、一緒にいる相手のいない、必要を抱えた兄弟や姉妹を助けようとしての行為なのです。「ファミリー」では、このように人に与える行為は犠牲とみなされ、利他的な愛のあかしとして敬われています。これによって、清く健全で、安全かつ愛情深い状況で、皆の性的必要が満たされることになるのです。結婚しているメンバーは、そう望めば、他の結婚しているメンバーとも性的な関係が持てます。

　　独身者であれ既婚者であれ、「ファミリー」のメンバーの間で、自分の夫や妻以外の人と性的な関係を持つ場合、「愛の律法」のガイドラインに沿っているなら、それ自体、必ずしも「犠牲的」でなくても構いません。メンバーは、互い同士のきずなを強めるため、また、楽しみやバラエティーのためにも、そのような性的な関係を持つことができるのです。

「愛の律法」における境界線

性に関して、「ファミリー」はリベラルな考え方をしていますが、人を傷つけたり虐待したりするような行為をすべて防ぐために厳しい制限を設けることの必要性も認識しています。「すべてのことは許されている。しかし、すべてのことが益になるわけではない。」（コリント人への第一の手紙）　「兄弟たちよ、あなたがたが召されたのは、実に、自由を得るためである。ただ、その自由を、肉の働く機会としないで…」（ガラテヤ人への手紙５章１３節）

残念ながら過去において、「ファミリー」のメンバーの中には、「愛の律法」の教えと原則を正しく実行しているとは言えない人もいました。とりわけ、「愛の律法」を性的な面で実践することにおいて、そうでした。デービッド・バーグが１９７４年に、「愛の律法」を性的な面でも実践するという考えを初めて紹介した時、理論上はよく理解され、聖書からの根拠と良い結果を生む可能性についても理解されたものの、その実行によってどんな影響が出るかは、あまり理解されていませんでした。デービッド・バーグがこの概念を紹介した時に意図していたことと反して、愛に欠けた利己的な方法でこれを利用するというケースが発生したのです。ですから何年かの間に、「ファミリー」は、メンバー間のいかなる性的行為も「愛の律法」に基づいたものであることを確実にするため、保護手段となる一連のルールや制限を取り入れる必要性を認識しました。これらのルールは、最終的に、責任と権利の憲章[４]に成文化されました。以下はその簡単な要約です。

１．大人と未成年者の間で性的接触をしない。

２．男性同士での性的接触をしない。これは旧約及び新約聖書で明確に禁じられている。

３．憲章「ファミリー」メンバーは、憲章メンバーとしての資格がない外部の人と性的接触をしない。（これはおもに、メンバーがエイズに感染しないようにとの健康上の理由によるもの。）

４．新しく憲章メンバーになって６ヶ月未満の人は、性的な関係は持たない。（これはおもに、新しいメンバーが感情的関係や性的関係に邪魔されずに、神とのつながりを強め、宣教師としての基礎訓練に専念するのを助けるため。）　夫婦で「ファミリー」に加わる新しい弟子は、この期間も夫婦間で性行為を続けることができる。

５．互いに同意している大人のメンバー間でのいかなる性的接触も、「愛の律法」の規定に沿って行われるべきである。このような性的接触は関係者全員が完全に同意していなくてはならず、プライベートな場で行われなくてはならない。結婚しているメンバーは、配偶者の同意を得るべきである。

「ファミリー」のメンバーは、「愛の律法」を正しく適用するという責任を遂行するために、「愛の律法」の自由にこのような規制が必要であることを認識しており、それに従わないのは罪であるとわきまえています。「ファミリー」のメンバーは、いかなる行動も犠牲的な愛をもって行うよう求められています。いかなる性的な関係も、完全な合意の上であって、誰も、自らの意志に反して性的行為をするよう圧力をかけられていると感じるようなことがあってはなりません。

不完全な人間性のゆえに、すべての「ファミリー」メンバーが常に「愛の律法」に沿って行動をしてきたとは言えません。中には、何らかの方法で他の人を利用した利己的な人もいました。憲章では、いかなる不正行為や、憲章の基本的ルールへの違反行為は必ず即座に対処されること、また、そのメンバーは「ファミリー」のフェローシップから追放される可能性もあることが明確にされています。

姦淫はどうなのか？

「愛の律法」のもとで、結婚していても、大人同士が互いに同意しているなら性的関係が許されるという見解を述べると、必ず、「姦淫についてはどうなのだろう」という質問が出てきます。

　　そのような関係は姦淫であるとの見解を裏付けるために、聖書のある女性の話を引き合いに出す人もいます。この女性は姦淫の場でつかまり、石で打ち殺されるために、宗教指導者たちの所に連れて行かれました。指導者たちは、この女性をイエスの所に連れて行って、こう尋ねました。「先生、この女は姦淫の場でつかまえられました。モーセは律法の中で、こういう女を石で打ち殺せと命じましたが、あなたはどう思いますか。」　イエスはこう答えました。「あなたがたの中で罪のない者が、まずこの女に石を投げつけるがよい。」　これを聞いて彼らは良心がとがめ、一人一人出て行きました。そしてついに、イエスはその女性にこう言いました。「お帰りなさい。今後はもう罪を犯さないように。」（ヨハネによる福音書８章３節－１１節）

　　一般に受け入れられている解釈は、イエスはこの女性に「もう罪を犯さないように」と言ったのだから、この姦淫は罪であると言ったのと同じだ、というものです。私達も、それがこの女性にとって罪であったことに同意します。なぜなら、彼女はモーセの律法に縛られており、当時はまだ、イエスの十字架上の死による律法の完成に至っていなかったからです。それでも、主は「私もあなたを罰しない」と言って、その罪をゆるされました。（ヨハネによる福音書８章１１節） けれども新約聖書には、クリスチャンは恵みによって救われているので、もはやモーセの律法には縛られていないと、はっきり書かれています。「愛は隣り人を傷つけない」（ローマ人への手紙１３章１０節）ので、「愛の律法」のガイドラインと制限に従って行動しているなら、罪はないのです。

　　このような信条を述べているものの、私達は、今日の世の中にはもう姦淫など存在しないとか、すべてのクリスチャンは「愛の律法」の性的な面を宣べ伝え、実践しなくてはいけないと主張しようとは望んでいません。姦淫は確かに、世界の至る所で行われています。夫婦間以外の性的な行為が姦淫とならないためには、その行為が上に述べられた神の「愛の律法」のガイドライン内にとどまっていなくてはいけません。そして、恵みによる救いという主からの贈り物を受け取ることによって、イエスに、モーセの律法から解放してもらわなくてはならないのです。
　　世間には、配偶者の意志に反して婚姻外の性的関係を結ぶ人が少なくありません。こうした秘密の情事は心を傷つけ、信頼を失墜させ、夫婦関係を不安定にし、家族の破綻(たん)を招くことがしばしばです。こうした行いは「愛の律法」の基本的原理に反するので、私達のグループ内では許容されません。「愛の律法」で定められた境界線を越えることは、「『ファミリー』の責任と権利の憲章」[５]の違反になります。私達はモーセの律法に縛られてはいませんが、他の人との性的な関係は愛をもって行われるべきであり、人を傷つけてはなりません。配偶者から心からの同意を得、誰をも傷つけず、すべてを愛の内に行うという、結婚したメンバーのためのガイドラインが守られていないなら、そのような行為は罪とみなされるのです。

妊娠した場合の責任

では、未婚の女性が妊娠した場合はどうなるのでしょうか。独身の女性メンバーは、妊娠につながる可能性のある性行為を行う前に、子供を持つという責任について祈り、よく考えるよう、強く勧められています。避妊は奨励されていませんが、それについての決断は当事者に任されています。それでは、女性が妊娠したら、どうなるのでしょう？

　　１９９８年、デービッド・バーグの妻であり後継者であるマリヤは、たとえ計画したわけでなく、予想外の妊娠であっても、妊娠した場合、当事者たちが負うべき責任に関して明確なガイドラインを定めました。その目的は、独身の母親と子供が必ず十分な世話を受けられるようにすることです。このガイドラインは詳細に渡っていますが、要約すると次のようになります。

　　１．二人の独身者の間で子供ができた場合、たいていはその男女が結婚することが神の御心である。しかし、結婚するかどうかは当事者である男女の選択にかかっている。

　　２．まだ結婚するだけの心の準備ができていないとか、そうする確信がないと感じる場合でも、父親は母親と子供に対して「２０ヶ月の最低限の責任」を果たす責任がある。ただし、独身の女性が、男性に、この責任を免除させることを選んだ場合は例外である。この責任とは、女性の妊娠の全期間中母親を肉体的・感情的に助け、また、子供が生まれて１才になるまで母子の世話を助けること。２０ヶ月の終わり（つまり、女性が妊娠したと気づいた時から、子供が生まれて１才になるまでの間）に、両者が結婚するか一緒に暮らすことを望まないと決めた場合は、別れてもよい。

　　３．既婚男性と独身女性の間に子供ができた場合、独身女性がその夫婦に責任を免除させるのでない限り、既婚男性とその妻は、その独身女性に対して２０ヶ月の最低限の責任を果たす責任がある。つまり、夫婦は独身女性と「ペアレンティング・チームワーク」を組んで同じコミュニティーに住み、妊娠した女性を助け支える。夫婦と独身の母親は、どちらも互いの子供（夫婦の子供と独身の母親の子供）の世話を助け合う。

　　４．父親が最低限の責任を果たすのがほとんど不可能という、酌(しゃく)量すべき状況が起こった場合、母親は父親に最低限の責任を免除させることができる。憲章には、女性が男性を２０ヶ月の責任から解くのに正当とみなされる理由が、幾つか説明されている。

　　５．父親がこの責任を果たすのを拒否した場合は、「ファミリー」の憲章に書かれているように、「ファミリー」から完全に破門されるか、仮破門になるという処罰を受ける。

　　神は、男性と女性が結婚して結ばれるように造り、そう定めました。聖書では、神と信者との関係も、神が夫であり、信者たちは集団としても個人としても神の花嫁であると描写されています。私達は、子供を育て、安定した家庭を築く上で、結婚が最適な状況であり、また理想的な関係であると信じます。

　　まれに、結婚していても、他の「ファミリー」メンバーと長期に渡って婚外関係を持っているメンバーもいます。さらにまれなケースで、配偶者から完全な同意を得て、永久的あるいは半永久的に、自分たちの結婚関係にもう一人加える人もいます。第三者との関係を永久的に築くためには、このような状況において、夫婦二人の結婚関係がきわめて安定していることが不可欠です。

　　一人にせよ、複数にせよ、子供ができたなら、どんな場合でも、またどんな状況でも、子供たちの必要が最優先されるべきです。たいていの場合、未婚の人たちの間で予想外に子供ができた場合、父親と母親が結婚することが理想的と考えられています。[６]

結び

神を愛し、他の人を愛するというイエスのおきては、クリスチャンの全行動と決断の基準となるべきです。「ファミリー」のメンバーは、日常生活において、この「愛の律法」を適用するよう積極的に努力しています。これは、活発に宣教活動を行って、神の御言葉にある、命を与える希望と救いのメッセージを広めていることにも表れています。「ファミリー」のメンバーはまた、ボランティアとして災害救済活動を助ける、障害を持った人々に身体的及び精神的な慰め、助けの手を提供する、チャリティーの催しなどで音楽を演奏する、地域のプロジェクトに参加する、などの活動に時間と能力を捧げることによって、人々の身体的・物質的必要を満たすための努力もしています。「キリストの愛がわたしたちを駆り立て」（新共同訳聖書、コリント人への第二の手紙５章１４節）るので、苦境にある人々を助け、失望や悲しみにくれる人々に神の慰めと希望の言葉をもたらすよう全力を尽くしているのです。

　　結論として、デービッド・バーグの次の言葉が明確にする通り、クリスチャンのすべての行動の第一の動機は愛であり、私達の愛が、他の人を助けるという愛のこもった行いの内に表れるべきなのです。ですから、「愛の律法」の実践の真髄は、常に、他の人に対する一貫した犠牲的な思いやりです。バーグはこう書いています。

　　ここで強調しておきたいが、[「ファミリー」の]すべての者にとって一番必要なのは、使徒パウロをはじめ、すべての使徒、殉教者、神の偉人達をかき立てたのと同じ、激しい情熱だ！　実際、何をし、何を言い、どこに行き、誰に対してであろうと、この抵抗しがたい憐れみがすべての神の子供の原動力となるべきであり、偉大なる使徒は、それを、心に響く有名な言葉に言い表した。真のクリスチャンが行うすべての良い行いがそう叫んでおり、クリスチャンであれば、このために死をも辞さないのだ。その言葉とは、「キリストの愛がわたしたちを駆り立てている」、である。[新共同訳聖書、コリント人への第二の手紙５章１４節]（ML#151:46）

　　本当に愛があるなら、困っている人を見て何もせずにおくことはできないでしょう。良きサマリヤ人がしたように、行動に表すのです！　[ルカによる福音書１０章２５節－３７節]　真の憐れみを持っているなら、単に同情を寄せるだけではなく、何らかの行動をとって助けようとすることでしょう。

　　私達は、信仰を行いで表さなければなりません。目に見える行為になって初めて、愛が証明されるのです。誰かに、「あなたを愛しています」と言っても、食べ物や、衣服、住居など、身体的あるいはどんな方法であっても、その人が必要とする方法で助けようとしないなら、真の愛ではありません！　確かに、愛の必要は霊的な必要ですが、愛は行いとなって目に見える形で表される必要があります。「愛によって働く信仰」です！[ガラテヤ人への手紙５章６節]

　　「世の富を持っていながら、兄弟が困っているのを見て、あわれみの心を閉じる者には、どうして神の愛が、彼のうちにあろうか。子たちよ、わたしたちは言葉や口先だけで愛するのではなく、行いと真実とをもって愛し合おうではないか。」[ヨハネの第一の手紙３章１７，１８節]（ML#607:9-11）

１．引用されている聖句は、特に出典が記されていない限り、日本聖書協会による翻訳からの引用です。

２．「ファミリー」の憲章は、「責任と権利の憲章」と、「『ファミリー』の基本的ルール」の二つに分かれています。これらには、私達の活動の最も重要な原則、ゴール、信条と、「ファミリー」の組織の概要が書かれています。

３．さらに詳しく知りたい方は、「ファミリー」のクリスチャン・ダイジェスト・シリーズにある「キリスト教とセックス」パート１とパート２（英語）をご入手下さい。

４．「ファミリー」多国籍・多文化グループであることから、メンバーの大多数が住む国々の法律に沿って性的行為の年令制限を明記しました。こうした方針の全文を読みたい方は、「ファミリー」の憲章にある「セックスとアフェクションのルール」を参照してください。（「ファミリー」のウェブサイト(www.thefamily.org)で英文が読めます。）

５．メンバー間での「愛の律法」の実践に関する「ファミリー」のルールと方針についてさらに詳しく知りたい方は、責任と権利の憲章にある「セックスとアフェクションのルール」を参照してください。

「ファミリー」とは？

　　「ファミリー」（旧称「神の子供」）は、１００カ国以上にメンバーのクリスチャン・コミュニティーがある、国際フェローシップ・グループです。現在のメンバー数は１万３千人、準メンバーは２万９千人以上です。

「ファミリー」の５大目標

１．第一に、神の言葉にある、命を与える希望と救いのメッセージを人々に伝えること。

　　２．私達が終わりの時に生きているという聖書の言葉を、伝道活動を通して世界中に伝えること。

　　３．子供・大人両方のために、信仰を深めるもの、霊感を与えるもの、教育的なものなど、多岐に渡る出版物、オーディオ・ビデオテープを制作し、配布すること。

　　４．できる限り最善の環境において、子供達全員が確実に、神の教えに沿った教育を受けられるようにすること。

　　５．災害救済活動でボランティアとして働く、チャリティーの催しなどでパフォーマンスをするなど、困った人々や貧しい人々や障害を持った人々に慰めと安心を与える方法を積極的に追求すること。

　　さらにご質問、ご意見がある方、またはアドバイス、励ましが必要な方、「ファミリー」が出版している声明文や情報をもっとほしい方は、遠慮なく下の宛先までご連絡ください。

The Family         





Postfach 3624


8021 Zurich


Switzerland

Family Missions

P.O. Box 4458

Orange, Ca.  92863


USA  

WEB: www.thefamily.org（英語）

　　　www.family.gr.jp（日本語）

E-mail: family@thefamily.org（英語）

 　　　　　　mail@family.gr.jp（日本語）
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